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～フランス語と現地語で数を数えてみよう～ 

フランス語      ウォロフ語 

１   un（アン）       benn（ベン）  

２   deux（ドゥ）      ñaar（ニャー） 

３   trois（トロワ）     ñett（ニェット） 

４   quatre（キャトル）  ñent（ニャント） 

５   cinq（サンク）     juroom（ジュローム） 

６   six（スィス）       juroom- benn（ジュロームベン） 

７   sept（セット）      juróom- ñaar（ジュロームニャー） 

８   huit（ウィット）     juróom- ñett（ジュロームニェット） 

９   neuf（ㇴフ）       juróom- ñent（ジュロームニャント） 

１０ dix（ディス）       fukk（フッキ） 

セネガルで自己紹介をするとき、日本の名前

ではなく、セネガルネームで自己紹介をしま

す。 

「マンギ トゥドゥ アワ. ディオップ ラ サ

ント.」 

「私の名前はアワです。みょうじはディオッ

プです。」 

日本人の名前は発音がむずかしいので、セネ

ガルで活動する協力隊員はだいたいセネガル

ネームを現地の人につけてもらいます。 

このセネガルネームのおかげで、現地の人に

名前をすぐにおぼえてもらえます。 

ちなみに、Diop（ディオップ）というみょう

じはセネガルで２番目に多い苗字です。 

ごがく学校のみんなのアイドル“オルトンス”ちゃん 

日常会話は現地語で、学校や仕事ではフランス語を話すことが多

いセネガル。私もセネガルに来る前にフランス語を、そしてセネ

ガルに来てから、約１カ月間、現地語のウォロフ語を勉強しまし

た。 

言葉はコミュニケーションをとる中でとても大切だと考えていま

す。私ももっとフランス語と現地語を話せるようになって、セネ

ガル人の方々と仲良くなりたい！！ 

 

 

 

ジャーム 

ごがく学校の先生 

ウォロフ語で福井県の紹介 


